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目的　簡易生命表においては，平均寿命の前年からの延びに対する死因別寄与年数を公表し，その算定
方法を報告書に掲載している。そこで，本論文では， ２ つの生命表間の平均寿命の差を要因別寄与
年数へと分解する手法の一般論を解説し，令和 ３ 年簡易生命表における死因別・死亡月別寄与年数
への分解結果を解説する。

方法　平均寿命の前年からの延びを，まず年齢階級別の寄与年数へと分解した後，それらをさらに死因
別・死亡月別に加法分解することで行列展開し，それを死因・死亡月ごとに足し上げることで要因
別寄与年数を求めた。

結論　令和 ３ 年簡易生命表における平均寿命の前年からのマイナスの延びの要因別寄与年数をみると，
死因別でみると「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」等がマイナスに寄与し，死亡月別で
みると12月においてプラス幅が，また， ５ 月においてマイナス幅が最も大きく寄与したことがわ
かった。

キーワード　簡易生命表，平均寿命，死因，死亡月，要因分解，寄与

Ⅰ　は　じ　め　に

　厚生労働省では，簡易生命表を毎年公表してい
る。従来から掲載していた「死因別死亡確率」お
よび「特定死因を除去した場合の平均余命の延
び」の死因分析に加え，自殺が大幅に寿命を減少
させる方向に働いた平成10年簡易生命表から，
「平均寿命の延びに対する死因別寄与」を公表し
ている。また，平成24年簡易生命表から，あらた
めて「平均寿命の前年との差に対する死因別寄与
年数」として，その具体的年数を公表し，報告書
にはその算定方法を掲載してきた。
　令和 ３ 年簡易生命表1）の平均寿命は，前年（第
23回生命表（完全生命表））に対して男－0.09年，
女－0.14年それぞれ短くなり，報告書に死因別寄
与年数とその算定方法を掲載したところであるが，
本論文は，算定方法の詳細な解説および死因別寄
与に死亡月別寄与を加えたさらなる分析を行うも
のである。

Ⅱ　�２つの生命表間における平均寿命の差の�
マトリックス展開

（ １）　年齢階級別寄与年数への分解
　生命表 １ と生命表 ２ の ２ つの生命表が与えられ
たとき，それらの間の平均寿命の差を，まず年齢
階級別の寄与年数へと分解することを考える。ま
た，その前提として，両生命表における年齢階級
の刻み方は共通であり，生存数曲線の補間方法は
前もって決まっているものとする。このとき，

x0＝ 0 ，xi＋1＝xi＋ni（i＝0,1,2,…,ω）

として年齢階級の小さい方から順に，死亡率の組

　　　　 　

が与えられれば，生命表が決定し，平均寿命�0も
定まる。これは，平均寿命を死亡率の組の関数と
みなせることを意味するから，このことを以下，

　　　 　�0＝�0
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（n0qx0，n1qx1，…，nωqxω）

簡易生命表における平均寿命の延びの寄与年数への分解
首
シュトウ

藤　陽
ヨウヘイ

平＊ 1　安
ヤス

川
カワ

　学
マナブ
＊ 2

＊ １ �厚生労働省政策統括官（統計・情報システム管理，労使関係担当）付参事官（企画調整担当）付審査解析室主査
（現：全国健康保険協会本部企画部調査分析・研究グループ主任）　＊ 2 �同室長補佐



第70巻第 8号「厚生の指標」2023年 8 月

―　　―13

と書くことにする。
　生命表 １ の生命関数は右肩に（ １ ），生命表 ２
の生命関数は右肩に（ ２ ）をそれぞれ付して区別
すると，両生命表間の平均寿命の差は，
　�0

（1）－�0
（2）

＝�0

　－�0

＝{�0

　－�0

　＋{�0

　－�0

　＋…

　＋{�0

　－�0

と展開可能であるから，寄与年数ni Ixiを，
　　ni Ixi＝�0（死亡率（1），ni qxi

（1），死亡率（2））
　－�0（死亡率（1），ni qxi

（2），死亡率（2））
で定義すると，平均寿命の差は，

　　　　　　 �0
（1）－�0

（2）＝　　　� …①

と分解可能であることがわかる。
　ここで，生存数曲線の連続性を考えると注1），

　l0・ni Ixi＝T0（死亡率（1），ni qxi
（1），死亡率（2））

　－T0（死亡率（1），ni qxi
（2），死亡率（2））
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　　　 � …②
を得る。なおここで，naxは平均生存期間と呼ば
れるものであって，

nLx＝n・lx＋n＋nax・ndx

により定義されるものである。

（ ２）　要因別分解
　次に，年齢階級xi歳以上xi＋ni歳未満における
死亡率ni qxiを加法分解することを考える。いま，
当該年齢階級における全死亡を，個々の死亡事象
の大きさni Dxiの集合とみなしたとき，それが互い
に排他的な要因 j に関する大きさni Dxi

jの部分集合
の直和に分解されているものとする。すなわち，

なる分解が成り立っているものとする（要因 j と
しては，死因に限らず，死亡月などを選択しても
よい）。
　ここで，各要因が互いに独立と仮定すれば，死
力μ（t）は要因 j による死力μj（t）に関して，

　　　　　　　  μ（t）＝

と加法分解されるが，これを局所的に
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　　　　μj（t）＝

と近似可能である。このことから，要因 j に関す
る生存率　 を，
　

と評価できることがわかる。ここから，要因 j の
死亡率　 に関する １ 次近似式
　

が導かれるので，あらためて

と定義し直すと，死亡率の加法分解として，

を得る。
　この分解を②に代入することで，
　

を得るから，
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と定義すると，

　　　　　　　 　　　　　� …④

が成り立つことがわかる。

（ ３）　マトリックス展開
　以上の結果から，④を①へ代入することで， 

　�0
（1）－�0

（2）

となり，結局平均寿命の差は，i×jのマトリックス

　　　　　 　�0
（1）－�0

（2）＝� …⑤

に展開されることがわかる。
　したがって，要因 j の寄与年数I jを，

　　　　　　　　  I j＝

で定義すると，平均寿命の差を要因ごとの寄与年
数の和

　　　　　　  �0
（1）－�0

（2）＝� …⑥

に分解することができる。

Ⅲ　令和 ３年簡易生命表への応用

　生命表 １ として令和 ３ 年簡易生命表，生命表 ２
として第23回生命表（完全生命表）を取り，令和
２ 年から令和 ３ 年にかけての平均寿命の延びを，
死因別および死亡月別寄与年数へと分解すること
を考える注2）。平均寿命の延びはその定義から，
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と計算される注3）が，これを，
ni≡ 1 ，xi＝i（i＝0,1,…,ω），ω＝125

として，マトリックスの成分

　Ii
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（ １）　死因別寄与年数への分解
　要因 j として死因を取ることを考える。すなわ
ち，

「悪性新生物＜腫瘍＞」「心疾患（高血圧性を除
く）」「脳血管疾患」「肺炎」「不慮の事故」「自
殺」「慢性閉塞性肺疾患（COPD）」「腎不全」「大
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疾患」「結核」「老衰」「その他」「その他の呼吸器
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系の疾患（再掲）」「新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）（再掲）」
ごとに死亡数を分解し，それぞれの寄与年数
（×10－5年）を求めた（図 １）。
　図 １をみると，「悪性新生物＜腫瘍＞」「肺炎」
等による寄与は男女ともプラスであるものの，「新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）」による寄
与は，男－10,059（×10－5）年，女－7,346（×10－5）
年と，男女とも大きくマイナスとなっており，こ
れは同死因によって男で0.10歳，女で0.07歳平均
寿命が押し下げられたことを意味する。実際，新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）による死
亡者数は，令和 ２ 年から令和 ３ 年にかけて 1 万人
以上増加している2）。また，「その他」による寄
与も，男－16,588（×10－5）年，女－12,096（×10－5）
年と，大きくマイナスとなっているが，これは「新
型コロナウイルス感染症（COVID-19）」が多く
を占めていることが読み取れる。
　次に寄与のマイナス幅が大きかったのは，男は
「その他の呼吸器系の疾患」で－3,647（×10－5）
年，女は「老衰」で－7,570（×10－5）年となって
いる。

（ ２）　死亡月別寄与年数への分解
　要因 j として死因×死亡月を取ることを考える。
すなわち，
　死亡月： １ ～12月
ごとに死亡数を分解し，この死因計を求めること
で，各月の寄与年数（×10－5年）を求めた（図 ２）。
　図 ２をみると，寄与は多くの月でマイナスであ
り，「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」
が全体的に寄与を押し下げる方向に働いていると
考えられる。他に「老衰」および「その他の呼吸
器系の疾患」も同様に寄与を押し下げていると考
えられる。
　また，寄与は月によってばらつきがみられる。
最もプラスが大きい月は男女ともに12月で，男
＋3,282（×10－5）年，女＋2,253（×10－5）年と
なっており，最もマイナス幅が大きい月は男女と
もに ５ 月で，男－4,154（×10－5）年，女－4,848
（×10－5）年となっている。
　この原因として，「悪性新生物＜腫瘍＞」およ
び「肺炎」のプラスの寄与が， ２ 月前後に最も大
きかったこと，死因別で寄与がマイナスである

「自殺」の寄与が，月別では10月を中心にプラス
であったことが挙げられる。また， ８ 月について
は熱中症の寄与がプラスであり，新型コロナウイ
ルス感染症による外出自粛が一因であると考えら
れる注5）。なお， １ 月はインフルエンザの寄与が
プラスなものの注6），新型コロナウイルス感染症
等の他の死因により死因計の寄与はマイナスと
なっている。
　なお， 2 月がプラスになっている理由として，
令和 2 年がうるう年であった旨も留意する必要が
ある。

Ⅳ　ま　と　め

　 ２ つの生命表の間の平均寿命の差は，平均寿命
を死亡率の組の関数とみたときに，死亡率を年齢
階級の末尾からひとつずつ置き換えていくことで，
年齢階級ごとの寄与年数に分解できる。さらに，
死亡数を基にして全死亡を要因ごとの死亡の直和
に分解することで，年齢階級別寄与年数を要因ご
との寄与年数へと加法分解可能である。これら ２
種類の分解から，結局平均寿命の差は（年齢階
級）×（要因）のマトリックスへと展開できること
がわかる。
　選択可能な要因として，死因や死亡月などが考
えられるが，たとえば，令和 ３ 年では，新型コロ
ナウイルス感染症の令和 ２ 年から令和 ３ 年にかけ
ての影響は，死因では大きなマイナス幅として，
死亡月では全体的に寄与を押し下げる形として反
映される。ただし他の死因の影響により，死亡月
別の寄与にはばらつきがみられる。
　このように，平均寿命の前年からの延びをマト
リックス展開することで，どの死因や死亡月がど
のくらい延びに寄与したのかを，定量的に評価す
ることが可能となり，その結果を基に多面的な分
析を行うことが可能となる。
　最後に，本論文で以上述べたことは，筆者の個
人的見解であることを申し添えておく。

注 1 ）�　例えば（死亡率（1），ni qxi
（1），死亡率（2））で定まる死

亡状況による t 歳における生存数は，xi＋ 1 歳（xi＋ni

歳）未満の区間では生命表 １ と同じ生存数曲線を描
くので生存数はlt

（1），xi＋ 1 歳で生存数が　　となる
ように接続し，xi＋ni歳以上では生命表 ２ と同じ形

lxi+ni
（1）
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（高さは異なる）の生存数曲線を描くので生存数は
　　　　　　　 となる。定常人口はこの生存数の積
分である。

注 2 ）�　寄与分解を作成方法３）４）が共通な生命表同士で行う
ため，まず生命表 ２ として令和 ２ 年簡易生命表５）（国
勢調査人口を用いて再計算したもの）を取り寄与分
解を行った後，寄与の合計が令和 ３ 年簡易生命表と
第23回完全生命表の平均寿命の差に等しくなるよう
に一律で補正を行うことで各寄与を計算した。

注 3 ）�　第23回生命表（完全生命表）から令和 ３ 年簡易生
命表にかけては平均寿命が短くなったため，寄与の
合計はマイナスとなる。

注 4 ）�　生存数・死亡数ともに少数である105歳以上は一括
で計算した。

注 5 ）�　熱中症による死亡者数は，令和 ２ 年から令和 ３ 年
にかけておおむね半減している６）。また，令和 ３ 年
８ 月 ２ 日以降順次，大都市圏を中心に緊急事態宣言
が発出されていた７）。

注 6 ）�　インフルエンザの感染状況８）は，令和 ３ 年 １ 月を
含む2020／2021シーズンで非常に低調であった。ま
た，令和 ３ 年 １ 月 ８ 日以降順次，大都市圏を中心に
緊急事態宣言が発出されていた７）。

lxi+1
（1） lxi+1

（2） lt
（2）/（    　    ）×
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